
資料２

千代川水系大規模氾濫時の減災対策協議会

令和3年度の取組状況

令和４年５月



ソフト対策
鳥取地方
気象台

1

ICT等を活用した洪水情報の提供

⑨災害時・平常時におけるSNS、二次元コード等を活用したより
分かりやすい防災情報の提供 目標時期： 【平成28年度～令和7年度：気象庁】

課題対応 AAF

防災気象情報の改善
・「顕著な大雨（線状降水帯）に関する情報」の提供（令和3年度）

○○地方、○○地方では、線状降水帯による非常に激しい雨が同じ場所で降り続いています。命に危険が及ぶ
土砂災害や洪水による災害発生の危険度が急激に高まっています。

次のような内容で情報が発表されます

「線状降水帯」による大雨の危機感をお伝えします



ソフト対策
鳥取地方
気象台

2

⑳市町村長に対し助言を行う者の育成・派遣 課題対応 D

目標時期： 【平成29年度～定期的に実施：気象庁】

㉑河川防災担当職員を対象とした研修の実施 課題対応 I

目標時期： 【平成28年度～定期的に実施：気象庁】

・県や市町の防災担当職員を対象とした研修を実施

市町の防災担当職員を対象とした研修
（気象防災ワークショップ）

地域防災力の向上のための人材育成



ソフト対策

3

防災教育の促進

㊱小中学校等と連携した水害（防災）教育の拡充 課題対応 AEAD

目標時期： 【継続実施：気象庁】

鳥取地方
気象台

㊲防災学習の指導内容に合わせた教材等の作成 課題対応 AEAD

目標時期： 【継続実施：気象庁】

㊳学校教育関係者向け研修や講座等学習の場への参加 課題対応 AEAD

目標時期： 【継続実施：気象庁】

・気象台が中心となり、防災教育を実施

学校防災教育（県内25小学校にて実施）



ソフト対策

4

住民一人一人の避難計画・情報マップの作成促進
鳥取地方
気象台

㊴地域住民等を対象としたマイ・タイムライン作成出前講座等の
実施

課題対応 GF

目標時期： 【継続実施：気象庁】

・気象台が中心となり、出前講座を実施

地域住民を対象とした出前講座



ソフト対策

5

㉒水防団等への連絡体制の再確認と伝達訓練の実施

目標時期： 【平成29年度～継続実施：気象庁】

課題対応 SB

水防訓練の充実
鳥取地方
気象台

⑲地域住民と水防団・自主防災組織・消防署等の関係機関が連
携した水防訓練の実施

目標時期： 【平成29年度～定期的に実施：気象庁】

課題対応 Q

・鳥取市主催の災対本部運営訓練に参加

鳥取市災害対策本部運営訓練



ソフト対策

6

㉒水防団等への連絡体制の再確認と伝達訓練の実施

目標時期： 【平成29年度～継続実施：気象庁】

課題対応 SB

水防関係者間での連携、協力に関する検討
鳥取地方
気象台

・鳥取県主催の防災連絡会議にJETT（気象庁防災対応支援チー
ム）として職員を派遣し、気象解説を実施

台風第14号県災害警戒会議



7

ソフト対策 鳥取県ICT等を活用した洪水情報の提供

⑨災害時・平常時におけるSNS、二次元コード等を活用したより
分かりやすい防災情報の提供 目標時期： 【平成28年度～令和7年度：鳥取県】

課題対応 AAF



ソフト対策

8

共助の仕組みの強化 鳥取県

㊺共助の仕組みの強化（防災と福祉の連携）

目標時期： 【平成28年度～定期的に実施：鳥取県】

課題対応 G H QF

支え愛マップ完成支え愛マップ作成状況 救急救命が必要な場合を見越しての訓練状況取組状況

⇒支え愛マップづくりに際し、水害・土砂災害に対する安全な避難場所等の確保などを防災部局・土
木部局が連携して助言するとともに、マップを活用した訓練を行い、地域防災力の強化を図っていく。

支え愛マップの取り組み支援等について、次のような取り組みを実施している。

①支え愛マップづくりインストラクター養成研修
【対象者】市町村社会福祉協議会職員、市町村職員
【内 容】市町村及び社協職員等を対象とした研修会を実施し、マップづくりの意義やノウハウを学

び、各地区においてマップづくりを広めることで災害に強い地域づくりを推進する。
今年度も開催。

【Ｒ３実績（見込）】オンラインによる開催。［8/11、8/20］

②支え愛マップづくりの取組状況
【目 標】４０地区
【Ｒ３実績（１１．３０時点）】新たに３１地区が作成

③その他
【取組み時に活用いただきたい動画】～コロナ禍における支え愛マップづくり～（県社協作成）
https://youtu.be/4ByGD_J2V_o （YouTubeにて公開）



ソフト対策 鳥取市

9

ハザードマップの改良、周知、活用

課題対応 全②想定最大規模降雨による浸水想定区域図に基づくハザード
マップ（総合防災マップ）の作成・周知

目標時期： 【平成28年度～29年度、定期的に実施：鳥取市】

【鳥取市総合防災マップの更新】（令和３年１２月更新）

 令和３年５月の災害対策基本法一部改正に伴い、避難情報の名称などが変
更になったことを受け、令和２年に鳥取市が作成した「鳥取市総合防災マップ」
（2020年度版）Ｐ５８を更新。

 配布予定時期：令和４年度 ※各戸配布は実施しない。



ソフト対策

10

避難訓練への地域住民の参加促進 鳥取市

目標時期： 【令和3年度～定期的に実施：鳥取市】

避難訓練への地域住民の参加促進52 課題対応 F G Q

【地区防災講習会及び避難所開設訓練の実施】
□ 令和３年度：３１件の実績

地区防災講習会等 地区避難所開設運営訓練

１ 日 時：令和３年１０月１０日
２ 場 所：遷喬小学校
３ 参加者：遷喬地区住民
４ 内 容

コロナ禍における避難所運営

１ 日 時：令和３年９月４日
２ 場 所：倉田体育館
３ 参加者：倉田地区住民
４ 内容

避難所設営、運営訓練



ソフト対策

11

避難訓練への地域住民の参加促進 鳥取市

目標時期： 【令和3年度～定期的に実施：鳥取市】

避難訓練への地域住民の参加促進52 課題対応 F G Q

【自主防災活動への助成】
□ わがまち防災支援補助金制度の創設により、地区の避難所開設、避難訓練等の必要物品の整備を促進

わがまち防災支援補助金制度の概要

１ 目的
新型コロナウイルス対策を踏まえた間仕切りやテ
ントなど、避難所運営のための防災資機材等購入
費を補助することにより、地域の防災力強化・避難
所の充実を図る。

２ 期間 令和３年度～４年度

３ 補助対象
地区自主防災会連絡協議会（61地区）

４ 対象経費
防災資機材・避難所備品の整備費

５ 補助率 10割

６ 上限額 20万円～165万円
（世帯数に応じて上限設定）

７ 避難所開設時や訓練等に必要な物品の整備の一例

段ボールベッド 段ボール間仕切り

発電機 寝袋非接触式温度計



ソフト対策

12

避難訓練への地域住民の参加促進 鳥取市

目標時期： 【令和3年度～定期的に実施：鳥取市】

避難訓練への地域住民の参加促進52 課題対応 F G Q

【避難訓練参加促進に資する広報の実施】
□ 避難行動に係る啓発活動として、ケーブルテレビ（ぴょんぴょん）による鳥取市「防災ワンポイント」の制作放映及
び動画配信サイトによる配信

鳥取市「防災ワンポイント」

防災ワンポイントの内容
□わがまち防災支援補助金制度の紹介
□補助金を活用した地域での取組みを紹介
□美保南地区の避難所開設訓練紹介
□ 7月豪雨時の美保南小学校の避難所開設

動画配信サイトへの掲載

現在Youtubeで配信中

https://www.youtube.com/watch?v=3erIU7x
X8H8



ソフト対策

13

共助の仕組みの強化 鳥取市

㊺共助の仕組みの強化（防災と福祉の連携）

目標時期： 【平成28年度～定期的に実施：鳥取市】

課題対応 G H QF

【民生児童委員協議会、社会福祉協議会等との連携】
□ 防災講習会等：１１箇所で実施（12.24現在）

■男女共同参画の視点から見る防災セミナー（３回企画）
・内容 第１回 家庭の防災力を高めよう～知って得する災害時の備え～

第２回 地域の防災力を高めよう～女性目線が避難所運営のカギ～
第３回 要配慮者避難と災害時の対応

・日時・場所
（１回目）令和３年５月２２日 鳥取市男女共同参画センター
（２回目）令和３年６月５日 鳥取市男女共同参画センター
（３回目）令和３年１２月１８日 さざんか会館

・参加者 鳥取市内、麒麟のまち圏域在住住民

■社会福祉協議会
・内 容 ろうあ者防災講座
・日 時 令和３年１１月１４日
・場 所 さわやか会館
・参加者 市内在住ろうあ者

■民生児童委員協議会
・内 容 災害時の備え方・民生児童委員の役割
・日 時 令和３年１２月１８日
・場 所 河原町コミュニティセンター
・参加者 鳥取市南ブロック民生児童委員

民生児童委員協議会研修会



 開催日時:令和3年11月14日（日）9時30分～11時00分
 開催場所:鳥取市立大正小学校体育館
 受講者数:42名

① 鳥取市総合マップの見方
② 大雨の時に想定される状況
③ マイ・タイムラインの作成

④ 安全な避難のための工夫
⑤ 質疑応答

・Step.1 「自宅の水害リスクの確認」
・Step.2 「安全な避難先の検討」
・Step.3 「避難場所までの避難経路の検討」
・Step.4 「避難を行うための準備や所要時間の検討」
・Step.5 「非常持出品」
・Step.6 「警戒レベル毎の私がとる行動チェックリスト」

 実施内容

鳥
取
市
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

ソフト対策 地域住民に対する防災知識の普及

㊴地域住民等を対象としたマイ・タイムライン作成出前講座等
の実施

課題対応 GF

目標時期： 【継続実施：中国地整】

鳥取河川国道
事務所

• 鳥取市及び鳥取河川国道事務所により、鳥取市大正地区の住民に対して『鳥取市マイ・タイムライン』を活用した
ワークショップを開催。

• 『鳥取市総合防災マップ』を参照しながら、自宅の水害リスクや、避難場所までの避難ルート、各警戒レベルでのと
るべき行動について、住民同士で意見交換を行いながら住民一人一人のマイ・タイムラインを作成。

■ワークショップを終えた住民の感想
• 「警戒レベル３では避難していないのが現状。千代川は堤防が強化されているが、

有富川が決壊したら危険である。また、災害が近づいている際は、薬があるかど
うか、確認しておく必要がある。テレビやスマートフォン等で、常に情報を収集
できるようにしておく。」

• 「ワークショップを開催いただくなど、既に公助はいただいている。これからは
皆さんが地域に広めていただき、各自治会で勉強会を開催するなど、自助・共助
に取り組みましょう。そして災害時に避難できる体制を整えていきましょう。」 ワークショップの様子

千代川流域治水
プロジェクト 鳥取市職員

14



ソフト対策 鳥取河川国道
事務所

15

要配慮者利用施設における避難計画の作成及び避難訓練の
実施

㉗要配慮者利用施設・関係各課と連携した、情報伝達訓練や避
難訓練、講習会の計画の検討

目標時期： 【平成29年度～定期的に実施：中国地整】

課題対応 NG

 開催日時:令和3年12月17日（金）15時～16時
 開催方式:WEB会議

① 避難の重要性
② 浸水リスクの把握
③ 防災・避難情報ととるべき行動の把握
④ タイムライン（案）について
⑤ 今後に向けて

 実施内容

• 鳥取市関係各課（危機管理課、長寿社会課）と連携して、高齢者関係施設において、避難確保計画を補完する避
難行動計画（タイムライン）の作成と、職員向けの職員研修会を実施

研修会の様子

要配慮者利用施設
入所施設避難行動計画（タイムライン）

職員研修会

避難行動計画（タイムライン）の作成

 キックオフ:令和3年9月3日（金）16時～17時
⇒取組背景/避難行動タイムライン作成/施設職員研修について

 作成協議①:令和3年9月28日（火）10時～11時30分
⇒施設水害リスク/現状の避難確保計画・防災体制

 作成協議②:令和3年10月29日（火）15時～17時
⇒防災気象情報と防災行動のタイミング/防災体制と避難行動
タイムライン素案


